
(様式第 13 号)

佐久市・北佐久郡環境施設組合
クリーンセンター（ごみ焼却施設）
建設・運営事業　非価格要素提案書
[image: image5.emf]（単位：千円）
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総　計 ★

※2　運営事業者の設立資本金は含まないこと

※3　物価変動は加味せず、消費税は含まないこと

※4　★記載の金額は様式第14号－3と整合を図ること

項　目

建設期間

総　計

※1　開業費には建設期間中の運営事業者に係る費用、支出（設立経費、人件費、事務所経費等）を記載すること


入札参加者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※１　受付名称は組合より通知された参加資格審査結果通知書に記載されている受付名称を記載すること
※２　入札参加者名は正本のみ記載し、副本には記載しないこと
※３　各設問に対する提案内容を記載すること
※４　記載に当たっては可能な限り過去の実績等を踏まえ、実例を示す等具体的に説明してください
(様式第 13 号-1)
・Ａ4版　1枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
	１　設計・施工計画に関する事項
　(１)　施設の安定稼働

　① ごみ量、ごみ質変動への対応

	· ごみ量、ごみ質が変動した場合でも安定的かつ効率的にごみ処理及び発電を行うための施設上の工夫について、処理能力曲線、過去の納入実績等を示し、説明してください。



(様式第 13 号-2)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(１)　施設の安定稼働

　② 長期使用可能な施設建設

	· 維持管理費を低減しながらも施設を30年間以上使用するための設計、施工上の工夫について説明してください。



・Ａ4版　1枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-3)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(１)　施設の安定稼働

　③ 施設の強靭化

	· 災害発生時の施設の損傷を低減し、かつ速やかな運転の再開を可能とするための施設上の工夫について説明してください。
· 災害発生時に従業員、来場者の安全を確保するための施設上の工夫について説明してください。



・Ａ4版　1枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-4)
	１　設計・施工計画に関する事項
　(２)　環境負荷の低減・循環型社会への貢献
　① 組合財政負担の低減

	· 実績ごみ量と実績ごみ質別に発電設備の発電効率、施設稼働時の年間発電量、年間電力使用量、年間売電量、及びその算出過程を年間炉運転計画日数等から提示してください。
[image: image1.emf]　　　　　　　実績ごみ質



実績ごみ量

項目 低質ごみ

運営費包括範囲

下限値

(7,300kJ/kg)

基準ごみ

運営費包括範囲

上限値

(10,300kJ/kg)

高質ごみ

発電効率

年間発電量

年間電力使用量

年間売電量

発電効率

年間発電量

年間電力使用量

年間売電量

発電効率

年間発電量

年間電力使用量

年間売電量

運営費包括範囲下限値

（26,400t/年）

年間計画処理量

（29,355ｔ/年）

運営費包括範囲上限値

（32,000t/年）


※1数値等は様式第12号-27と整合を図ること
※2別添様式第13号-4-1に記入すること
· 炉の寿命化を図りつつ、売電量を増加させるため、発電効率、熱回収効率の向上、消費電力の低減等の施設上の工夫について説明してください。
· 用役使用量の最小化その他組合財政負担を低減させる工夫について説明してください。


・Ａ4版　2枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-5)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(２)　環境負荷の低減・循環型社会への貢献
　② 公害防止対策

	· 工事中の公害防止の基準値及び対策を提示してください。
· 工事中の大気質、騒音、振動、低周波音等の対策に関する設備、施設上の工夫について説明してください。
· 工事中における住民から苦情があった場合の対応策について説明してください。



・Ａ4版　1枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-6)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(２)　環境負荷の低減・循環型社会への貢献
　③ 悪臭対策

	· 工事中における悪臭の保証値及び防止対策を提案してください。
· スキー場利用者、周辺住民等に対し悪臭による不快感を与えないための設備、施設上の工夫について休炉時の対策を含めて説明してください。
· 工事中における住民から苦情があった場合の対応策について説明してください。
　


・Ａ4版　1枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-7)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(２)　環境負荷の低減・循環型社会への貢献
　④ 温室効果ガス（CO2）の低減

	· ごみ焼却施設稼働時における助燃料及び電力からの年間当たりの温室効果ガス（CO2）排出量とその算出根拠を、低質ごみ、基準ごみ、高質ごみそれぞれについて示してください。
[image: image2.emf]年間計画処理量 ｔ/年 29,355 29,355 29,355
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項目 単位 排出係数等 低質ごみ 基準ごみ 高質ごみ 備　　考



-

灯油

電

力

買電

計①

電

力

売電

計② -

合計温室効果ガス排出量計（計①-②）


※1 助燃料の種類と使用量の内訳を記述してください

※2 ごみ量は年間計画処理量として算出してください

※3 ごみ由来の温室効果ガス排出量は含めないものとします

※4 助燃料、電力からの温室効果ガス排出量の算定に当たっては環境省HP「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」関連資料集　温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver4.0) (平成27年5月) を参照
 http://ghg-santeikohyo.env.go.jp/ 
※5 数値等は技術提案書（様式第12号-27、第12号-28）と整合を図ること
※6 別添様式第13号-7-1に記入すること
※7 必要に応じ枠を増やすこと
· 温室効果ガス（CO2）の排出抑制、省資源化のための施設上の工夫について説明してください。


・Ａ4版　2枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-8)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(２)　環境負荷の低減・循環型社会への貢献
　⑤ 焼却残さ量の低減

	· 低質ごみ、基準ごみ、高質ごみの焼却残さ(焼却主灰、飛灰及び飛灰処理物)発生量を記載してください。
· 焼却残さ発生量の算出根拠を記載してください。

（単位：ｔ/年）

項　目

低質ごみ

基準ごみ

高質ごみ

焼却主灰

飛灰

飛灰処理物

含水率（％）
※1ごみ量は計画年間処理量として算出してください

· 年に12回行うごみ質計測結果の項目の平均値（2項目まで）を用いて、焼却残さ量が一元的に求まる算出式を提案し、その算出根拠を記載してください。
記載例）1項目の場合

[image: image3.emf]　　　　(ごみ質測定項目)



項目

（数値）

焼却主灰

飛灰

飛灰処理物


記載例）2項目の場合　

[image: image4.emf]　　　　(ごみ質測定項目)



(ごみ質測定項目)

項目 （数値）

焼却主灰

飛灰

飛灰処理物

焼却主灰

飛灰

飛灰処理物

焼却主灰

飛灰

飛灰処理物

（数値）


　　※1（ごみ質測定項目）欄にはごみ質の測定項目から項目名を記入してください
　　※2（数値）欄には低質ごみ、基準ごみ、高質ごみの測定項目相当の数値を記入してください
　　※3必要に応じ枠を増やすこと

　　※4別添様式第13号-8-1、又は様式第13-8-2に記入すること
算出式：　　　　　　　　　　　　　　　　　
根拠：


・Ａ4版　2枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-9)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(２)　環境負荷の低減・循環型社会への貢献
　⑥ 焼却残さ処分委託先の確保

	· 施設から発生する焼却残さについて安定的な処分委託先を確保するため、資源化又は最終処分を委託する方向で検討中です。資源化委託先、又は最終処分委託先を提案してください。
· 提案した委託先の概要、受入基準(埋立基準等)、受入単価、受入可能量等の受入条件、受入実績、関心表明の有無を提示してください。なお、可能であれば委託先の関心表明書を技術提案書に添付してください。

【委託先の概要】
委託先名

委託先の処分形態

資源化処分・埋立処分
委託先の資源化・埋立処分実績

受入基準（埋立基準等）

受入単価

〔　　　　　〕円/ｔ

受入可能量

その他の条件

関心表明書

有・無

※1委託先の処分形態及び関心表明書はどちらか一方に○印を記入してください

※2複数可



・Ａ4版　1枚以内（複数ある場合は複数枚可）
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-10)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(３)　配置・動線計画
　① 安全設計

	· 従業員や補修工事等作業員の労働災害の低減、搬入者や見学者等の安全確保のための施設上の工夫について、施設全体及び施設内の配置計画や動線計画（搬出入動線、メンテナンス動線、見学者動線等）を含め、安全性、利便性に配慮した事項を説明してください。



・Ａ4版　2枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-11)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(４)　周辺環境との調和
① 周辺環境、景観に配慮した意匠計画

	· 施設の外観デザイン、外周部の緑化計画等が分かるパースを提示してください。
なお、環境影響評価書における予測地点と同地点（北パラダセンターハウス、北パラダゲレンデ、故郷大橋）を視点とし夏季及び冬季それぞれについて提示してください。
視点

夏季

冬期

北パラダ
センター
ハウス

[image: image6.emf]損益計算書
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Ⅰ．営業収益

運営費

売電収入

Ⅱ．営業費用

運転経費

維持管理費

人件費

Ⅲ．税引き前利益

Ⅳ．法人税等
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税額計算

平成
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48年度

平成

49年度

平成

50年度

税引き前利益

繰越欠損金

課税所得

法人税等

法人住民税

法人税等（合計）

説明欄

（単位：千円）

　　　　　　　　年度

　項目

事業収支表

（単位：千円）

　　　　　　　　年度

　項目

その他費用

※1 一円未満は切り捨てること。ただし、表示は千円単位とする（したがって、小数点第三位まで入力し、表示は小数点第一位を四捨五入すること）

※2 物価変動及び消費税を除いた金額を記入すること

※3 提案する運営期間の該当年度に金額を記入すること

※4 法人税等（法人税、地方法人税、法人事業税、地方法人特別税、法人住民税）は、実際に納付する年度が所得算定の年度と異なる場合でも、所得算定の年度に納付するものとして計上すること

※5 可能な範囲で詳細に記載し、記入欄が足りない場合は、必要に応じて追加すること

※6 平成50年度の欄は、運営期間終了後における改修等対応及び運営事業者の清算に係る費用等を必要に応じて計上すること

※1 一円未満は切り捨てて小数点第三位まで入力し、表示は小数点第一位を四捨五入すること

※2 物価変動及び消費税を除いた金額を記入すること

※3 提案する運営期間の該当年度に金額を記入すること

※4 法人税等（法人税、地方法人税、法人事業税、地方法人特別税、法人住民税）は、実際に納付する年度が所得算定の年度と異なる場合でも、所得算定の年度に納付するものとして計上すること

※5 可能な範囲で詳細に記載し、記入欄が足りない場合は、必要に応じて追加すること


北パラダ
ゲレンデ

故郷大橋

· スキー場利用者、周辺住民が、施設が存在することに違和感を覚えず、受入れやすくするための施設の外観デザイン、外周部の緑化計画等の工夫について説明してください。



・Ａ4版　2枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-12)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(５)　施工計画
　① 工事管理体制

	· 施設建設工事に当たり、無事故で工程通り工事を完了するための工程管理方法、冬季の降雪対策等の具体例を示しながら、労働者の安全確保方法、周辺環境への配慮方法について説明してください。
· 工程表を添付してください。Ａ３版1枚とし、枚数に含みません。



・Ａ4版　1枚以内（工程表含まず）
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-13)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(５)　施工計画

② 環境モニタリング

	· 環境モニタリングの実施方法について説明してください。

· 自らが行う環境モニタリング結果の開示方法に対する工夫、組合が住民に対し行う環境モニタリングの報告に対する支援策について説明してください。



・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-14)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(５)　施工計画

③ 情報管理計画

	· 工事中における民間事業者が管理する各種情報の組合への報告において、組合が事業の実施状況を把握し、適切にモニタリングするための工夫及び工事中の情報管理方法について説明してください。



・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-15)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(６)　環境学習・啓発施設

① 環境学習支援

	· 施設見学に当たり、見学者ルート、見学対象設備、啓発設備等施設上の工夫について
説明してください。



・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-16)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(７)　地域への貢献

① 地元企業の活用

	· 設計・施工時における地元企業（組合組織市町内に本社又は本店がある企業）への発注予定額を提示し、地元企業への発注が確実に行われていることを組合が確認する方法を提案してください。
（単位：千円）
分野名

平成
28年度
平成
29年度

平成
30年度

平成
31年度

発注予定額計

発注予定額計

※1全体工事費に対する比率等、入札金額が推測できるような表現はしないこと
※2必要に応じて枠を増やすこと

※3分野名、発注予定額等記載内容は様式第12号-25と整合を図ること



・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-17)

	１　設計・施工計画に関する事項
　(７)　地域への貢献

② 地域社会への貢献

	· 設計・施工時における地元企業活用、又は技術移転等、地元（組合組織市町）への支援及び協働方法について説明してください。




・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-18)

	２　運営計画に関する事項
　(１)　受付・受入管理計画

① 安定処理（ごみ量、ごみ質変動以外）

	· 周辺交通や搬出入に支障をきたさないような効率的かつ円滑に受付・受入業務を行うための体制、人員配置等運営計画上の工夫について説明してください。
· 処理不適物の混入防止対策や組合及び処理対象区域内市町村が行う展開検査の実施支援について説明してください。



・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-19)

	２　運営計画に関する事項
　(２)　運転・維持管理計画

① 安全な運転計画

	· 施設稼働時において従業員や補修工事等作業員の労働災害の低減、搬入者や見学者等の安全確保のための運営管理上の工夫について説明してください。
なお、運営体制は様式第12号-26と整合を図るものとしてください。




・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-20)

	２　運営計画に関する事項
　(２)　運転・維持管理計画

② ごみ量、ごみ質変動への対応

	· ごみ量、ごみ質が変動した場合でも安定的かつ効率的にごみ処理及び発電を行うための運転管理上の工夫について説明してください。



・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-21)
・Ａ4版　1枚以内
	２　運営計画に関する事項
　(２)　運転・維持管理計画

③ 長期使用可能な施設運営

	· 施設を30年間以上使用するため事業期間中における点検・維持管理計画上の工夫、運転管理上の留意点等について説明してください。
また、長寿命化計画に基づく維持管理方策を説明してください。



・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-22)
・Ａ4版　1枚以内
	２　運営計画に関する事項
　(２)　運転・維持管理計画

④ 事業期間終了時の対応

	· 組合が行う事業期間終了後の施設運営に係る検討に対し、運営事業者が行う組合への支援策について説明してください。



・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-23)

	２　運営計画に関する事項
　(３)　情報・環境管理計画

① 環境モニタリング

	· 施設稼働中における環境モニタリングの実施方法について説明してください。
· 自らが行う環境モニタリング結果の開示方法に対する工夫、組合が住民に対し行う環境モニタリングの報告に対する支援策について説明してください。




・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-24)

	２　運営計画に関する事項
　(３)　情報・環境管理計画

② 情報管理計画

	· 施設稼働中における民間事業者が管理する各種情報の組合への報告において、組合が事業の実施状況を把握し、適切にモニタリングするための工夫について説明してください。
· 民間事業者が管理する各種情報に係る更新及び保管方法について説明してください。



・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-25)

	２　運営計画に関する事項
　(３)　情報・環境管理計画

③ 公害防止対策

	· 施設稼働中における大気質並びに焼却残さ（焼却主灰及び飛灰処理物）の運転管理、要監視基準及び停止基準並びに騒音、振動及び低周波音の環境保全基準を提案してください。
区分
項目
運転管理基準
要監視基準
停止基準
連続計測
排ガス
窒素酸化物
(ppm)
二酸化硫黄
(ppm)
ばいじん
(g/㎥N)
塩化水素(ppm)
一酸化炭素
(ppm)
バッチ計測
ダイオキシン類
水銀
焼却主灰及び飛灰処理物
－
－
区分
環境保全基準
騒音
振動

低周波音
· 施設稼働中の公害対策の運営管理上の工夫についてそれぞれ説明してください。
· 施設稼働中における住民から苦情があった場合の対応策について説明してください。




・Ａ4版　2枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-26)

	２　運営計画に関する事項
　(３)　情報・環境管理計画

④ 悪臭対策

	· 悪臭の環境保全基準を提示し、施設の来場者、スキー場利用者、周辺住民等に対し、悪臭による不快感を与えないための運営上の工夫について1炉運転時、ピット貯留量増加等への対策を含めて説明してください。
· 施設稼動中における住民から苦情があった場合の対応策について説明してください。




・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-27)

	２　運営計画に関する事項
　(４)　関連業務

① 運営時の災害対策

	· 災害発生時に従業員及び来場者の安全を確保するための従業員の教育訓練等の運営管理上の工夫について具体的に説明してください。
· 災害発生時に施設運転を可能とするための用役、運転員確保、点検･補修方法等の運営管理上の工夫について具体的に説明してください。



・Ａ4版　2枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 13 号-28)

	２　運営計画に関する事項
　(４)　関連業務
② 温室効果ガス（CO2）の低減

	· 温室効果ガス(CO2)の排出抑制、省資源化のための運転計画、運転方法等の運営上の工夫について説明してください。



・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること

(様式第 13 号-29)
	２　運営計画に関する事項
　(４)　関連業務
③ 環境学習支援

	· 施設見学に当たり、組合が実施する見学者の説明、施設の案内等に対する支援方法について具体的に説明してください。



・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること

(様式第13号-30)

	２　運営計画に関する事項
　(５)　地域への貢献
① 地元企業の活用

	· 運営時における地元企業（組合組織市町内に本社又は本店がある企業）への発注予定額を提示し、地元企業への発注が確実に行われていることを組合が確認する方法を提案してください。
（単位：千円）
分野名

発注予定期間

発注予定額計

例）環境調査

平成28年度～平成50年度

○○
発注予定額計

※1全体事業費に対する比率等、入札金額が推測できるような表現はしないこと

※2必要に応じ枠を増やすこと

※3分野名、発注予定額等記載内容は様式第12号-32と整合を図ること



・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第13号-31)

	２　運営計画に関する事項
　(５)　地域への貢献

② 地域住民の雇用促進

	· 運営時における地元（組合組織市町）住民の雇用予定数等を提示してください。

分野名

雇用予定期間

雇用予定数計
（人）
雇用金額計

（千円）

例）環境調査

平成28年度～平成50年度

○○
○○
計

※1全体工事費に対する比率等、入札金額が推測できるような表現はしないこと

※2必要に応じ枠を増やすこと

※3分野名、雇用予定人数、年間雇用金額等記載内容は様式第12号-33と整合を図ること



・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第13号-32)

	２　運営計画に関する事項
　(５)　地域への貢献

③ 地域社会への貢献

	· 運営時における地元企業活用、又は技術移転等、地元（組合組織市町）への支援及び協働方法について説明してください。


・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第13号-33)

	３　事業計画に関する事項
　(１)　事業の安定性

① 事業の安定性

	· 運営費を提案し、その提案根拠、妥当性について説明してください。

　　ａ）提案金額
（千円）
項目
3箇月分

（四半期）
19年
○箇月間分

運営費
運営費Ａ
運転経費
電力
上水
燃料

人件費
その他
経費
運営費Ｂ
維持
管理費
第1期：平成31年○月～平成○年○月
第2期：平成○年○月～平成○年○月
第3期：平成○年○月～平成○年○月
第4期：平成○年○月～平成51年3月
計
※ 様式第14号-3と整合を図ること
ｂ）金額の根拠、考え方、妥当性




・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第13号-34)

	３　事業計画に関する事項
　(１)　事業の安定性
① 事業の安定性

	· 運営事業者の開業費、損益計算書、キャッシュフロー計算書を提示し、運営事業者の事業安定化を図るための工夫について説明してください。
[image: image7.emf]キャッシュフロー計算書

平成

28年度

平成

29年度

平成

30年度

平成

31年度

平成

32年度

平成

33年度

平成

34年度

平成

35年度

平成

36年度

平成

37年度

平成

38年度

平成

39年度

平成

40年度

平成

41年度

平成

42年度

平成

43年度

平成

44年度

平成

45年度

平成

46年度

平成

47年度

平成

48年度

平成

49年度

平成

50年度

Ⅰ．営業活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

税引き後利益

開業費償却費

Ⅱ．投資活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

設備投資

開業費

Ⅲ．財務活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

短期借入金

短期借入金返済

長期借入金

長期借入金返済

出資(資本金)等

Ⅳ．正味のｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

内、積立金・準備金等

Ⅴ．累積ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

説明欄

事業収支表

（単位:千円）

　　　　　　　　年度

　項目



※1 一円未満は切り捨てて小数点第三位まで入力し、表示は小数点第一位を四捨五入すること

※2 物価変動及び消費税を除いた金額を記入すること

※3 提案する運営期間の該当年度に金額を記入すること

※4 可能な範囲で詳細に記載し、記入欄が足りない場合必要に応じて追加すること

開業費
様式第13号-34-1を使用し、添付してください。
損益計算書
様式第13号-34-2を使用し、添付してください。
キャッシュフロー計算書

様式第13号-34-3を使用し、添付してください。



・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること


 (様式第13号-35)

	３　事業計画に関する事項
　(２)　リスク管理と対応策
① リスク管理と対応策

	· 民間事業者が事業を継続するために行うリスクアセスメント全般に係るリスクの抽出、評価、対策及び監視等の考え方並びに実施方法について具体例(財務、事故、災害、その他全般)を挙げて説明してください。
· 運営事業者が加入する保険について下記の表に記入し、提案の特徴について記載してください。
（単位：円）

施設

保険の種類

保険金額

年間保険料

内容

ごみ焼却施設

合　　計

◇
※ ◇記載の金額は様式第14号-3の◇の金額と整合を図ること




・Ａ4版　2枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
受付名称【　　　　　　　】





パースを配置してください。





様式第13号-34-2








様式第13号-34-3












